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　縁桂（右下の写真。北海道乙部町に所在。）は推定樹齢500年、樹高40ｍ、幹周6.1ｍのカツラで、「縁結

びの神が宿る木」と伝えられており、また、林野庁の「森の巨人たち100選」にも選ばれ、大切に保護され

ています。

　林木遺伝子銀行１１０番は、天然記念物や巨樹、名木等の樹木が高齢等で衰弱している場合に、所有者等

からの要請に応じてその後継クローンを増殖し、里帰りさせるサービスで、平成15年12月に開設しました。

縁桂は、開設直後に乙部町から北海道育種場に増殖要請があり、翌春５月につぎ木をし、その後順調に生育

しており、増殖苗木は、今年５月の里帰りを待っています。
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　平成18年３月１日、センター本所において平成

17年度２回目の新品種開発委員会を開催しました。

今回は、関東育種基本区において調査等が進められ

てきた「アレルゲンの少ないスギ品種」、北海道、関

東及び九州育種基本区において調査等が進められて

きた「成長や材質等の優れた品種」、北海道及び九州

育種基本区において調査等が進められてきた「環境

緑化用品種」、東北育種基本区において検定等が進め

られてきた「スギカミキリ抵抗性品種」及び九州育

種基本区において検定等が進められてきた「木ロウ

○ アレルゲンの少ないスギ品種（１品種）�

基本区�

関　東� 天竜１７号�

品　　種　　名�

○ 成長の優れたトドマツ品種（８品種）�

基本区� 基本区�

北海道� 北海道�札幌１０１号�

俄虫１０９号�

白老１号�

大夕張１０１号�

品 種 名（精英樹）� 品 種 名（精英樹）�

大夕張１０４号�

佐呂間１０２号�

檜山９号�

新得１０１号�

○ 成長の優れたスギ品種（５品種）�

基本区� 基本区�

九　州� 九　州�県大分５号 �

県佐伯１３号 �

県姶良４号�

品 種 名（精英樹）� 品 種 名（精英樹）�

県姶良２０号�

県姶良３４号�

○ 成長等の優れたヒノキ品種（16品種）�

基本区� 基本区�

関　東� 関　東�平２号 �

高崎１号�

鬼泪４号�

礼郷３号�

野尻６号�

野尻７号�

妻籠５号�

坂下３号�

品 種 名（精英樹）� 品 種 名（精英樹）�

鰍沢２号  �

揖斐２号  �

揖斐３号  �

富士１号  �

富士５号�

富士６号 �

伊豆３号  �

南設楽４号�

○ 材質の優れたスギ品種（７品種）�

基本区� 基本区�

九　州� 九　州�県藤津１６号 �

県藤津２５号 �

県唐津７号     �

水俣署５号�

品 種 名（精英樹）� 品 種 名（精英樹）�

県臼杵７号�

県東臼杵８号�

日向署２号�

○ 成長・材質の優れたスギ品種（４品種）�

基本区� 基本区�

九　州� 九　州�県八女１２号 �

県竹田１０号�

品 種 名（精英樹）� 品 種 名（精英樹）�

県日田１５号�

県児湯２号�

生産に適したハゼノキ優良品種」について、関係育

種場長等から出された申請書の内容を審議し、新た

に合計55品種を新品種として決定しました。なお、

東北育種基本区において検定等が進められてきた

「マツノザイセンチュウ抵抗性品種」については、す

でに４月に委員会を開催して８品種を新品種として

決定しています。センターでは、今後、各都道府県

等の要望を受けて、これらの新品種の種苗（原種）の

生産・配布を進めていきます。
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○ 環境緑化用品種（２品種）�

基本区�

北海道�

九　州�

北林育２号（トドマツ）�

屋久輝（スギ）�

品　　種　　名�

○ スギカミキリ抵抗性品種（10品種）�

基本区�

東　北�

（スギ）�

スギカミキリ抵抗性秋田県３５号�

スギカミキリ抵抗性山形県７号�

スギカミキリ抵抗性山形県３５号�

スギカミキリ抵抗性山形県４７号�

スギカミキリ抵抗性山形県４８号�

スギカミキリ抵抗性新潟県６号�

スギカミキリ抵抗性新潟県７号�

スギカミキリ抵抗性新潟県８号�

スギカミキリ抵抗性新潟県４０号�

スギカミキリ抵抗性前橋営６号�

品　　種　　名�

ひかり�

　林木育種センターでは、これまで進めてきた精英樹選抜育種事業の成果であるスギ・ヒノキ等の推奨品種

の他、花粉症対策用の花粉の少ないスギ品種や海岸・里山の松枯れ被害地でのマツ再生等に貢献するマツノ

ザイセンチュウ抵抗性品種などを森林管理局、都道府県と連携して開発を進めてきました。

　次の表は、これまでに開発してきた主な品種の一覧表です。

１．これまでに開発した主な品種一覧表（○印）

北海道�

東　北�

関　東�

関　西�

九　州�

�

○�

�

○�

�

�

○�

�

○�

�

�

�

�

○�

○� �

○�

�

�

○�

�

�

�

�

○�

○� �

○�

○� ○� ○�

○�

○�

�

�

○�

○�

○�

�

�

○�

育種基本区�さし木�

スギ�

雪　害�
抵抗性�

寒　害�
抵抗性�

荒廃地�
緑化用�

材　質�
優良木�

樹種�

特性� 寒風害抵抗性� 凍害抵抗性� しいたけ原木�耐鼠性�

実生�
スギ�ヒノキ�トドマツ� スギ�ヒノキ�トドマツ� スギ�

カラマ�
ツ※　�

アカエ�
ゾマツ�

カラマツ�クヌギ�コナラ�

北海道�

東　北�

関　東�

関　西�

九　州�

�

○�

○�

○�

○�

�

○�

�

�

○�

○�

○�

�

○�

�

�

○�

○� ○� ○��

○�

○�

○�

○�

�

�
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�

�

○�

�

○�

○�

○�

○�

�

○�

�

○�

○�

�

○�

○�

○�

�

�

�

�

○�

育種基本区�さし木�

スギ�

精英樹推奨品種（成長、材質等の優れた品種）�
花粉の�
少ない�
スギ�

無花粉�
スギ�

マツノザイセン�
チュウ抵抗性�

スギカ�
ミキリ�
抵抗性�

アレル�
ゲンの�
少ない�
スギ�

スギザ�
イノタ�
マバエ�
抵抗性�

エゾマツ�
カサアブ�
ラムシ�
抵抗性�

樹種�

特性�

実生�
ヒノキ�アカマツ�カラマツ�トドマツ�

アカエ�
ゾマツ�

スギ� スギ� スギ�アカマツ�クロマツ� エゾマツ�スギ� スギ�

※グイマツ×カラマツの雑種F1
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２．開発した品種の採種園・採穂園の造成状況について
 　開発した新品種は、当センターが原種を増殖して都道府県に配布します。そして、都道府県が採種園や採
穂園を造成し、そこから生産される種子やさし穂を種苗生産者の方々が受け取り、山行苗を育成して植林に
用いられることになります。
　林木育種センターでは、今回、都道府県のご協力をいただき、次の品種について、採種園・採穂園の造成状
況、種苗生産者への種穂の供給状況、山行苗の生産・出荷状況の３点について調査を行い取りまとめました。

（１）グイマツ雑種F1　

　 グイマツ雑種F1は、耐鼠性の高いグイマツを母樹に、成長の良いカラマツを花粉親として、両親の良
い形質を受け継いでいます。採種園にはグイマツとカラマツが混ぜて植えられていますが、グイマツから
得られた種子を苗木生産者がまき付けて、苗畑で雑種として判定した苗が雑種F1として流通しています。

（２）花粉の少ないスギ
　 花粉の少ないスギ品種は、都府県と連携して開発したもので、成長や幹の通直性等に優れたスギ精英樹
を対象に、雄花が枝に着く量の調査を長年にわたって行い、雄花の着生が全く認められないか、きわめて
僅か（普通のスギの１％以下）である品種です。

造成済み� 昭和60年度から、需給対象樹種として供給している。� 昭和60年度から、需給対象樹種として出荷している。�

育　種�
基本区�

北海道�北海道�

都道�
府県� 採種園の造成状況�

グイマツ雑種F1

種苗生産者への種子の供給状況� 種子：kg 山行苗の生産・出荷状況� 苗木：百本�（箇所数）�
面積：ha

(3)20.40 60 1,098

採穂園を造成済み� 平成18年度から、種苗生産者の希望があれ
ば、供給可能� 生産はしているが、出荷実績なし�

育　種�
基本区�

東北�

関東�

関西�

九州�

青森県�

都道�
府県� 採種園・採穂園の造成状況�

花　　粉　　の　　少　　な　　い　　ス　　ギ�

種苗生産者への種穂の供給状況� 種子：kg��
穂木：百本� 山行苗の生産・出荷状況� 苗木：百本�（箇所数）�

面積：ha

(1)0.02
10

(5)

21

700

170

8

1.5

160

精英樹採穂園を改良中�

採穂園を造成済み�

ミニチュア採種園の試験導入を平成19年に
予定�

平成18年度から、種苗生産者の希望があれ
ば、供給可能�

平成16年度から供給している�

平成26年度頃から供給可能�

平成19年度から供給予定�

平成17年度から出荷している�

平成29年頃から供給可能�

岩手県�

宮城県�

秋田県�

(2)0.09

(2)1.46

(1)0.05

0.6

21

11

採穂園を造成済み� 平成14年度から供給している� 平成14年度から出荷している�愛知県� (2)0.34

採穂園を造成中 供給時期未定� 生産・出荷時期未定�福島県� (1)0.05

ミニチュア採種園を造成済み� 平成18年度から供給予定� 平成21年度から出荷予定�茨城県� (1)0.50

ミニチュア採種園を平成18年度造成予定� 供給時期未定� 生産・出荷時期未定�栃木県� (1)0.04

ミニチュア採種園を造成済み� 平成17年度から供給予定� 平成21年度から出荷予定�群馬県� (1)0.11

精英樹採種園を平成15～17年度改良予定ミ
ニチュア採種園を平成15～18年度造成予定� 平成14年度から供給している� 平成18年度から出荷予定�埼玉県� (2)0.88

10

13.7

精英樹採種園を造成済み� 平成７年度から供給している� 平成10年度から出荷している�千葉県� (4)4.94

採種園を造成済み� 平成21年度から供給予定� 平成24年度から生産予定�東京都� (1)0.50

精英樹採種園を部分改良済み� 平成10年度から供給している� 平成16年山行苗木から全量花粉の少ないス
ギを出荷している�神奈川県� (1)0.20

�
300

�
5

�
10

�
200

採穂園（交配園兼用）を造成済み� 平成17年度から供給している� 平成18年度から出荷予定�山梨県� (1)0.12

採穂園を平成16年度から造成中� 平成21年度から供給予定� 平成23年度から生産予定�長野県� (1)0.80

採穂園を造成済み� 平成21年度から供給予定� 平成22年度から出荷予定�静岡県� (1)0.77

採穂園を平成17年～22年度造成予定（無
花粉スギ「はるよこい」）� 平成22年から供給予定� 平成23年度から生産予定�富山県� (1)1.00

精英樹採種園の特定クローンから採穂� 平成15年度に試験供給� 平成17年度に試験出荷�石川県� (2)4.20

採穂園を造成済み� 供給実績なし� 生産・出荷実績なし�京都府� (1)0.10

採穂園を平成17年度改良� 供給実績なし� 生産・出荷実績なし�奈良県� (1)0.40

精英樹採穂園の特定クローンから採穂� 昭和44年より穂木の供給開始。当時より藤津
14号等花粉の少ない精英樹が対象としてあった� 昭和46年より出荷している�佐賀県� (13)15.70

採穂園を平成18年度に造成予定� 平成23年度から供給予定� 平成24年度から生産予定�長崎県� (1)0.10

採穂園を造成済み� 平成20年度から供給予定� 平成21年度から生産予定�大分県� (1)0.20

精英樹採穂園の特定クローンから採穂� 平成18年度から供給予定� 平成20年度から生産予定�宮崎県� (1)0.34

採穂園を造成済み� 平成20年度から供給予定� 平成21年度から生産予定�鹿児島県� (1)0.09

採穂園を造成済み� 供給時期未定� 生産・出荷時期未定�福岡県� (1)0.04

採穂園を造成済み� 供給時期未定� 生産・出荷時期未定�徳島県� (1)0.47

ミニチュア採穂園を造成済み� 供給実績なし� 平成23年度から生産予定�和歌山県� (1)0.01

※１ .数値は最近の単年度の実績である。�
　２ .青森県の山行苗の（　）書きは生産本数である。�

　３ .石川県の試験供給、試験出荷は、需要開拓のため、試験的に種苗生産者へ供給しているもの。山行苗の購入は可能。�
　４ .和歌山県の山行苗は、県の苗畑で生産予定のものである。�
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（３）マツノザイセンチュウ抵抗性アカマツ・クロマツ

　 マツノザイセンチュウ抵抗性品種は、府県と連携して開発したもので、マツ枯れの激害地で生き残って

いるマツの中から抵抗性候補木を選び、つぎ木等によって増殖した苗木にマツノザイセンチュウを人工的

に原則２回接種し、決定した品種です。　

　①マツノザイセンチュウ抵抗性アカマツ

　　

　②マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツ

育　種�
基本区�

東北�

関東�

関西�

九州�

岩手県�

秋田県�

新潟県�

福島県�

茨城県�

栃木県�

群馬県�

千葉県�

山梨県�

岐阜県�

石川県�

滋賀県�

京都府�

兵庫県�

和歌山県�

鳥取県�

島根県�

岡山県�

広島県�

山口県�

徳島県�

香川県�

愛媛県�

佐賀県�

都道�
府県� 採種園の造成状況�

マツノザイセンチュウ抵抗性アカマツ�

種苗生産者への種子の供給状況� 種子：kg 山行苗の生産・出荷状況� 苗木：百本�(箇所数)�
面積：ha

(2)3.76�

(1)0.25�

(1)0.53�

(1)0.70�

(1)0.10�

(1)1.43�

(1)0.42�

(1)0.50�

(1)0.10�

(1)0.1～0.2�

(1)0.50�

(1)1.37�

(1)0.40�

(1)0.83�

(1)0.50�

(1)1.00�

(1)1.15�

(1)1.00�

(2)1.00�

(1)0.50�

(1)0.30�

(1)0.50�

(1)0.50�

(1)0.50

0.6�

�

2.7�

�

0.3�

�

�

0.5�

�

�

�

1�

1�

0.3�

�

1.05�

�

2.61�

1.20�

2�

�

3�

0.3�

1

�

�

�

�

100�

�

�

50�

�

�

�

�

53�

189�

29�

46.4�

�

693�

924�

270�

�

320�

�

190

※１．数値は最近の単年度の実績である。�
　２．暫定採種園とは、早急に抵抗性苗を供給するため、一次検定合格木等を用いて造成する採種園をいう。�
　３．和歌山県の山行苗は、県の苗畑で生産予定のものである。�

精英樹による暫定採種園造成済み�

暫定採種園を造成済み�

暫定採種園を造成済み�

暫定採種園を造成済み�

造成済み�

造成済み�

平成20年度造成予定�

造成済み�

交配園を平成20年度造成予定�

平成18年度造成予定�

暫定採種園を造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

暫定採種園を造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

平成16年度から供給している�

平成23年頃から供給予定�

平成15年度から供給している�

供給時期未定�

平成７年度から供給している�

供給時期未定�

供給時期未定�

平成12年度から供給している�

供給時期未定�

平成21～22年度から供給予定�

平成20年度から供給予定�

平成５年度から供給している�

平成13年度から供給している�

平成13年度から供給している�

供給予定なし�

平成14年度から供給している�

平成20年度から供給予定�

平成13年度から供給している�

平成６年度から供給している�

平成７年度から供給している�

供給時期未定�

平成13年度から供給している�

平成17年度から供給している�

平成５年度から供給している�

平成19年から出荷予定�

平成26年頃から生産予定�

平成18年度から出荷予定�

生産・出荷時期未定�

平成９年度から出荷している�

生産・出荷時期未定�

生産・出荷時期未定�

平成14年度から出荷している�

生産・出荷時期未定�

平成23～24年度生産予定�

平成21年度から生産予定�

生産・出荷実績なし�

平成９年度から出荷している�

平成14年度から出荷している�

平成11年度から出荷している�

平成15年度から出荷している�

平成22年度から生産予定�

平成14年度から出荷している�

平成８年度から出荷している�

平成９年度から出荷している�

生産・出荷時期未定�

平成14年度から出荷している�

平成19年度から生産予定�

平成７年度から出荷している�

育　種�
基本区�

東北�

関東�

宮城県�

山形県�

新潟県�

福島県�

茨城県�

群馬県�

千葉県�

神奈川県�

静岡県�

都道�
府県� 採種園の造成状況�

マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツ�

種苗生産者への種子の供給状況� 種子：kg 山行苗の生産・出荷状況� 苗木：百本�(箇所数)�
面積：ha

(1)0.23�

(1)0.40�

�

(1)0.19�

(1)0.20�

(1)0.30�

(1)0.50�

(1)0.20�

(2)0.69

�

�

�

�

0.4�

�

1.2�

�

5�

�

�

�

�

�

120�

�

250�

�

270�

�

造成済み�

平成20年度までに暫定採種園を造成予定�

平成19年度試験採種園造成予定�

造成中�

造成済み�

平成20年度造成予定�

造成済み�

精英樹採種園を改良済み�

造成済み�

平成21年度から供給予定�

供給時期未定�

供給時期未定�

供給時期未定�

平成５年度から供給している�

供給時期未定�

平成７年度から供給している�

平成19年度から供給予定�

平成10年度から供給している�

平成23年度から生産予定�

生産・出荷時期未定�

生産・出荷時期未定�

生産・出荷時期未定�

平成７年度から出荷している�

生産・出荷時期未定�

平成９年度から出荷している�

平成20年度から生産予定�

平成11年度から出荷している�
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ベルスキーや雪の上を歩くスノーシュー（かんじき）

などを履いて数キロ歩くこともあります。

　このように、特に１月と２月の厳冬期の採取作業

は、降雪も多くなり気温も－20℃を下回る時もあり

育　種�
基本区�

関西�

九州�

石川県�

京都府�

兵庫県�

奈良県�

和歌山県�

島根県�

岡山県�

広島県�

山口県�

徳島県�

香川県�

愛媛県�

高知県�

福岡県�

佐賀県�

長崎県�

熊本県�

大分県�

宮崎県�

鹿児島県�

都道�
府県� 採種園の造成状況�

マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツ�

種苗生産者への種子の供給状況�
種子：kg��
穂木：百本� 山行苗の生産・出荷状況� 苗木：百本�(箇所数)�

面積：ha

(1)0.60�

(1)0.20�

(1)0.34�

(1)0.10�

(1)0.50�

(1)0.38�

(1)0.50�

(1)0.50�

(1)0.50�

(1)0.40�

(2)0.50�

(1)0.80�

(1)0.14�

(1)0.57�

(1)0.50�

(1)0.50�

(1)0.49�

(1)0.31�

(1)1.10�

(2)1.39

�

�

�

�

�

�

�

0.5�

3�

�

7�

�

�

3�

1�

3�

0.5�

�

1.5�

5.9

�

�

�

�

32�

�

�

218�

30�

�

200�

�

�

200�

74�

100�

�

�

46�

424

暫定採種園を造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

造成済み�

平成20年度から供給予定�

供給実績なし�

平成25年度から供給予定�

供給実績なし�

供給予定なし�

平成20年度から供給予定�

供給実績なし�

平成６年度から供給している�

平成７年度から供給している�

供給時期未定�

平成13年度から供給している�

平成28年度から供給予定�

供給実績なし�

平成８年度から供給している�

平成５年度から供給している�

平成７年度から供給している�

平成８年頃から供給している�

平成18年度から供給予定�

平成６年度から供給している�

平成8年度から供給している�

平成21年度から生産予定�

生産・出荷実績なし�

平成26年度から出荷予定�

生産・出荷実績なし�

平成11年度から出荷している�

平成22年度から生産予定�

生産・出荷実績なし�

平成８年度から出荷している�

平成９年度から出荷している�

生産・出荷時期未定�

平成14年度から出荷している�

平成30年度から生産予定�

生産・出荷実績なし�

平成10年度から出荷している�

平成７年度から出荷している�

平成９年度から生産している�

　　　　　　－�

平成20年度から生産予定�

平成８年度から出荷している�

平成10年度から出荷している�

※１．数値は最近の単年度の実績である。�
　２．和歌山県の山行苗は、県の苗畑で出荷しているものである。�

厳冬期の採穂�厳冬期の採穂�
北海道�

　北海道育種場では、林木のジーンバンク事業とし

ての天然記念物、地域の名木等やその他の優良な育

種素材を確保・増殖するために、１月～３月上旬頃

までの冬期間に道内各地からクローン増殖用の枝を

採取する作業を行っています。

　採取した枝は、主につぎ穂として用いるため、樹

木の休眠時期で樹液の流動する前である冬期間に採

取します。ボーガン（洋弓）や測竿に鎌を取付けた

測竿鎌などで枝の先端部を20㎝～40㎝程度に切断

し、つぎ木を行う５月～６月頃まで－５℃の冷凍庫

で貯蔵しておきます。

　採取する枝の親木が山の中にある場合などは、林

道も雪で閉鎖されるため、森林管理署等の協力を得

ながらスノーモービルを使用したり、後ろに滑らな

いようにスキーの裏面にトドの皮が張ってあるゾン

スノーモービルで移動する様子
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ますので、十分な注意と安全対策が必要です。

東北�
クローン確保のための採穂始まる�クローン確保のための採穂始まる�

　東北育種場における冬期の巨樹・名木等林木遺伝

資源やその他の育種事業用のケヤキ等育種素材の採

穂が始まりました。

　巨樹・名木等林木遺伝資源の収集では、岩手県大

船渡市の「奥州しだれ桜」の採穂をスタートに、巨

樹・巨木100選の青森市「馬場山アカマツ巨樹」、青

森県西津軽郡深浦町の「関の甕杉」、岩手県一関市の

トチノキ、山形県最上町の「東法田の大アカマツ」、

秋田県横手市の「筏の大スギ」など16点を３月下旬

までに収集する予定です。中には雪のため通行止め

になっている箇所もあり、徒歩で現地まで行き収集

することもあります。

　また、育種事業用としては優良形質候補木のケヤ

キ等について、秋田県北秋田市（旧阿仁町）のブナ

や岩手県宮古市のケヤキなど８個体を採穂する予定

です。現地まではスキー場のリフトを利用し、その

後約５kmの雪山を歩く場所や、雪で車両が通行で

きないところから片道約２時間を歩く箇所などもあ

ります。

　この冬は、近年になく雪の量が多いため探索・収

集、増殖用穂木の採穂は、寒さや雪と格闘しながら

進めています。

ゾンベルスキー スノーシュー

雪上での採穂の様子

本所�
事業・研究成果発表会�事業・研究成果発表会�

　平成18年２月９、10日、センター本所において

「平成17年度事業・研究成果発表会」が開催されま

した。

　この成果発表会は、本所及び各育種場のこの１年

間の業務成果について発表するもので、本年度は９

課題について発表が行われ、その後、活発な意見交

換等が行われました。

関西�
高校生が就業体験�高校生が就業体験�

　老木か老木でない大木かの区別は見た目に健康か

どうかという点にあるように思われます。木の寿命

は樹種によって違うようで縄文杉のように数千年を

経てもなお元気なものがあり、一方、桜のソメイヨ

シノは大体50～60年が寿命だといわれています。

　関西育種場に近い智頭町には慶長年間に植えられ

たという300年にも達する大きなスギの林がありま

すが、このスギを老木と感じる人はいないでしょう。

大木のパワーに圧倒されて小人になったように感じ

てしまいます。

　関西育種場の玄関に精英樹「魚簗瀬101号」の円

盤があります。胸高直径１ｍ、樹高40ｍの大木で

227年生の時に伐採されました。年輪は円盤の中心

から外側までおよそ２-３mmで綺麗にそろってい

発 表 課 題 名�

南西諸島自生種の増殖方法の検討�

雄性不稔スギ『爽春』の組織培養による増殖�

マツ材線虫病抵抗性クロマツの挿し木増殖�

東北地方等マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業�

の一次検定における選抜強度の改善�

奥羽増殖保存園におけるスギカミキリ卵接種検定�

結果の解析と抵抗性品種の開発�

西表熱帯林育種技術園に植栽した樹木の生育状況�

と事業活動について�

ピロディンを用いた複数検定林におけるスギの容�

積密度の解析�

トドマツ精英樹の立木材積の評価�

無下刈り試験地におけるスギの初期成長形質に関�

する間接選抜の検討�
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す。」、「幹、枝に羽の様なものが付いているのがニシ

キギです。」、「ドングリのお尻が凹んでいるのは、シ

リブカガシとマテバシイの２種類しかありません。」、

「カヤは高級将棋盤や高級碁盤に用いられます。」等

の説明や、場内に保存してある屋久杉のクローン、

花粉の少ないスギ品種、マツノザイセンチュウ抵抗

性品種の採種園等を見たり触れたりしていました。

　児童達は野外観察後、会議室で「子ども樹木博士

認定」の試験に挑戦しました。初めて「試験を受け

る児童達には、設問30問で、適した言葉や樹種名を

番号で選ぶ選択問題形式でしたが、昨年試験を受け

ている児童達には、言葉や樹種名を直接記入しても

らうという工夫を凝らしました。

　試験後、採点と認定証の作成を職員が行っている

間、児童達にはホカホカの焼き芋を食べてもらい、

頭と体の疲れを癒してもらいました。

　授与式では、場長から一人一人に認定証を手渡し

ました。認定試験が少し難しかったと思いますが、

再度挑戦してもらってレベルアップを図って欲しい

と思います。また、今後の取り組みの参考にするた

めに、良かった点、悪かった点等のアンケートをお

願いしました。

　最後に、子ども達が自然に触れる機会が少なくな

る中、貴重な体験となるこのイベントを今後も続け

て行きたいと思います。

て、毎年４～６mmの肥大成長をしていたことを示

しています。

　年輪幅が同じなら、年輪の面積は直径におよそ比

例します。直径10cmの木が４mm太るのと、直径

１ｍの木が４mm太るのでは、面積で10倍違うので

す。さらに、幹全体でこの面積が増加するのですか

ら、高さが4倍なら10倍×4倍で40倍の違いになり

ます。

　もし、10cmの木がこの大木と同じ量の体積成長

をしようとすれば、4mmの40倍、つまり１年に

16cmも太らなければなりません。こんな木はあり

ません。直径10cmの木が１年間に４cmも太った

ら、スーパーツリーとして話題になるでしょう。一

方、胸高直径１ｍの木が２mm太っても誰も気がつ

きません。しかし、実は大木の方が何倍も光合成を

しているのです。

　どこでも、どの木でも大木になるわけではありま

せん。適地適木が大切で、場所や樹種の限界の見極

めが必要です。思わぬ台風や大雪のリスクも増加し

ます。しかし、長伐期の林業は、この大木パワーを

活用して非常に効率の良い林業になりうるのです。

個体単位で考えれば、毎年成長が大きくなるのです。

大木になれる強さを持った木を選ぶことは育種の重

要な役割の一つです。

九州�
一般公開で林木育種事業をＰＲ�一般公開で林木育種事業をＰＲ�

　平成17年12月14日に熊本市立託麻東小学校５、

６年生の児童32名と引率の先生１名が九州育種場で

開催した森林教室に訪れました。

　当日は場長の歓迎の挨拶に続き、森林教室用に設

定した順路に沿って４組に分かれて野外観察に出発

しました。

　案内役の職員は、「葉っぱが衣服のはんてんに似て

いるので、ハンテンボクといい、別名、チューリッ

プの木ともいいます。」、「熊本県の木はクスノキで

「魚簗瀬１０１号」の円盤

野外観察会の様子

子ども樹木博士認定試験の様子
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第14回�第14回�

　平成18年１月14日～18日に米国カリフォルニア

州サンディエゴ市で開催された、P l a n t  &

AnimalGenome XIVに参加する機会を得ました。

この国際研究集会は、1992年11月にPlant Ge-

nomeとして始まり、その後、毎年１月にサンディ

エゴのタウン＆カントリーホテルを会場として開催

されています。第５回大会からはアニマルが加えら

れてPlant & Animal Genomeとなり、動植物を問

わず、世界中から多くのゲノム研究者が集まる巨大

な国際研究集会となりました。今回は第14回となり

ますが、最先端技術を駆使した動植物のゲノム関連

研究に関する100近いワークショップと1,000件に

及ぶポスターセッションおよび80社以上の企業のエ

キシビションが行われ、約2,000人の参加者があっ

たと聞いております。

　私は、この学会に参加するのは初めてなのですが、

職場の先輩方から、その規模の大きさや研究発表の

先進性を聞いておりましたので、それなりの覚悟は

出来ているはずでした。しかし、話しに聞くのと実

際に見るのとでは大違いで、集会の規模の大きさに

対する驚きもそうですが、発表される研究のスケー

ルに圧倒されました。近年のゲノム研究は、分析手

法・機器の発達とともに、ハイスループット化が進

み、研究資金があれば莫大な量のデータがあっとい

う間に得られるようになりました。会場には、その

ような大きなプロジェクトによる研究成果があふれ

ていました。

　私は、「アカマツの連鎖地図作製とマツノザイセン

チュウ抵抗性に関するQTL解析」について、森林樹

木のセッションにてポスター発表を行いました。森

林樹木のセッションは、ポスター発表は９件と少な

かったのですが、ワークショップでは他のどのセッ

ションよりも多く、活発な議論が展開されていまし

た。対象はポプラが最も多く、ユーカリやマツ、ト

ウヒ、ダグラスファーなどで、そのほとんどが巨大

なゲノムプロジェクトの一環としてのものでした。

いずれのプロジェクトでも、数十万のESTを得てお

り、大規模なマイクロアレイやSNP解析を通して、

材形成に関与する遺伝子を同定する試みなどが行わ

れていました。また、SNP情報が多く蓄積されたこ

とから、様々な生物種においてアソシエーション

マッピング法による高密度な遺伝子地図が作成され

るようになっており、我々も今後取入れる手法の一

つとして考えていこうと思いました。

　サンディエゴはカリフォルニアの南、メキシコ国

境の町で、気候は温暖で雨が少ないと聞いておりま

した。実際、これまでこの学会に参加された先輩方

の話では、温かくて雨は降らない、ということでし

た。着いた日は、それはもう、すばらしいカリフォ

ルニアの青空が広がっておりました。しかし、次の

日からは曇りが多く雨が降ることもあり、日中でも

寒い日ばかりでした。またいずれこの学会に参加す

る機会があれば、そのときは温かい日々を味わえれ

ば良いなと思っております。

　　　　　　　　　（育種部育種工学課　磯田圭哉）

講演会場の風景

サンディエゴ空港の前、カリフォルニアの青空



－10－

　現中期計画の始期である平成13年は、当センター
に海外協力課が設置されてからちょうど10年が経過
しており、その間、林木育種分野では初めてのJICA
プロジェクトがインドネシアで開始され、さらにウ
ルグァイ、中国でも相次いで育種プロジェクトが立
ち上げられました。長期、短期の専門家の派遣、カ
ウンターパート研修の受け入れなどを通じて、国内
の林木育種事業において培った技術、ノウハウを如
何にして海外支援に応用して活かすかというパイオ
ニアとしての使命が課されていた時期に当たります。
　こうしたプロジェクト支援を通じた開発途上国等
の現場経験を踏まえて、技術協力を効果的に進める
ための基礎的な知識・情報の体系化や現地の実情に
見合った実践的な技術開発が重要な課題となってい
ました。
　このため、現中期計画の技術開発関係の課題とし
ては、以下の４課題が設定され、現在最終年度に当
たっての取りまとめ段階にありますが、主な成果と
見通しについては次のとおりです。
１．熱帯産等早生樹種の育種技術の体系化
　海外育種プロジェクト等での経験を踏まえ、集団
選抜育種を基本とした早生樹種の育種技術等に関す
る体系化に取り組み、その具体的成果を育種理論か
ら育種事業の進め方まで一貫した育種技術マニュア
ルとして作成しました。
２．熱帯産等種子の保存可能期間の解明
　発展途上国の実情に応じた種子管理の目安を示す
ため、11種22系統の常温、冷蔵の保存条件別に発芽
試験を継続的に実施したところ、樹種・系統により
保存可能期間が異なることが判明しました。

３．熱帯産等樹種のクローン増殖技術の開発・改良
　アカシア属、ユーカリ属各２樹種について、さし
木、つぎ木、とり木のクローン増殖を試み、発根率、
活着率を調査しました。世界的にも報告例のないア
カシア属の屋外でのつぎ木にも成功（写真１）し、樹
種ごとの３増殖方法への適性、樹種・産地間の発根

率、活着率の有意な格差等が判明しました。
４．熱帯産等樹種採種園・採穂園の初期における　
　　施業技術の開発
　採種園における樹型の誘導・維持には剪定や植物
ホルモンが有効であり、採穂園においては、剪定の
繰り返しが萌芽枝数の増加を促進し、さし木増殖に
有効なこと等が判明しました。（写真２）

　次に、海外の林木遺伝資源の探索・収集について
は、技術協力に必要なアカシア属、 ユーカリ属等の
早生樹種のほか、マツ属等、目標の約100点の収集
を達成しました。
　海外への技術指導関係では、育種プロジェクトを
始め、植林プロジェクト等の苗畑、種子源造成等に
長期専門家11名、短期専門家36名を派遣するとと
もに、海外からの研修員は60か国から400余名を受
け入れ、個別・集団研修ごとに適切な研修プログラ
ムを準備し効果的な研修となるように配慮しました
（写真３）。

　　　　　（海外協力部　海外協力課長　中田　博）

写真１�
左：アカシアマンギウムのつぎ木�
右：活着したつぎ木部位�

写真２：剪定の繰り返しにより萌芽枝数の増加が　
　　　　促進されたアカシアアウリカリホルミス

写真３：西表熱帯林育種技術園での海外研修
　　　　員への技術指導
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